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歴史としての大衆消費社会
高度成長とは何だったのか?
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戦
後
の
日
本
人
に
と
っ
て
「
高

度
経
済
成
長
」
は
、
世
界
に
誇
る

べ
き
歴
史
的
偉
業
の
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
崩
壊
以

降
の
経
済
的
停
滞
は
、
あ
の
頃
の

日
本
の
誇

3
乞
聞
い
直
す
の
に
十

分
長
い
期
間
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
高
度
成
長
期
の

日
本
が
誇
れ
る
も
の
は
あ
ま
り
な

い
。
築
か
れ
た
大
量
生
産
・
大
量

消
費
の
シ
ス
テ
ム
は
、
端
的
に
言

っ
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
消
費
文

化
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
は
、
分

厚
い
中
間
層
に
支
え
ら
れ
た
平
等

な
経
済
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
点

で
、
国
外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

る
。
だ
が
本
書
の
見
方
は
厳
し
い
。

耐
久
消
費
財
の
画

一
的
な
生
産
に

支
え
ら
れ
た
大
衆
消
費
社
会
は
、

敗
戦
と
占
領
と
い
う
衝
撃
の
も
と

で
、
日
本
人
が
さ
し
あ
た
っ
て
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
文
化
支
配
へ
の
適

応
を
受
け
入
れ
た
結
果
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
1
9
8
0年

代
以
降
の
消
費
社
会
は
、
商
品
の

差
異
化
を
通
じ
て
、
伝
統
的
な
日

本
型
消
費
経
済
へ
回
帰
す
る
萌
芽

を
含
む
も
の
だ
と
い
う
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
消
費
社
会
に

歴史としての
大衆消費社会

第1章本書の目的
通説への懐疑と対立仮説/二つ

の消費社会/二段階の近代化/

限定合理性/分厚い中間層と大

衆/その後の消費社会

第2章消費の社会的枠組み

は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一
つ

は
生
産
者
王
導
の
大
量
生
産
・
大

量
消
費
で
、
こ
れ
は
西
洋
型
。も
う

一
つ
は
生
産
者
が
消
費
者
の
暗
好

を
踏
ま
え
る
少
量
生
産
・
少
量
消

費
で
、
こ
れ
は
日
本
型
。あ
ま
り
に

も
大
ざ
っ
ぱ
な
分
類
だ
が
、
著
者

は
こ
の
区
別
に
基
づ
い
て
、
日
本

で
は
高
度
経
済
成
長
の
終
罵
と
と

も
に
、
伝
統
に
根
差
し
た
消
費
文

化
の
時
代
が
再
来
し
た
と
捉
え
る
。

日
本
人
は
西
洋
人
と
違
い
キ
リ

ス
ト
教
の
背
景
を
も
た
ず
、
世
界

創
造
の
秘
密
に
迫
り
た
い
な
ど
と

い
う
気
持
ち
は
毛
頭
な
い
。
む
し

ろ
身
近
な
先
祖
や
他
者
、
あ
る
い

は
動
植
物
を
配
慮
す
る
「
限
定
合

理
性
」
の
生
活
倫
理
を
大
切
に
し

て
き
た
。
こ
う
し
た
文
化
の
中
で

仏
教
由
来
の
職
業
的
求
道
行
動
も

発
展
し
た
。
周
囲
へ
の
個
別
的
配

慮
と
職
人
芸
の
伝
統
は
、
初
年
代

以
降
の
消
費
社
会
に
お
い
て
、
た

第3章二つの消費経済社会

第6章消費社会の今後

第7章結語高度成長の呪縛を越えて
自己実現志向的な個人からなる

社会/身近な他者とグ口ーパリ

ズム/消費者の視点からのもの

づくり

第4章近代化戦略における戦前・戦後

第5章大衆消費社会の出現と衰t

と
え
ば
柳
宗
悦
の
言
、
っ
「
用
の

美
」
に
、
新
た
な
商
品
価
値
を
見

い
だ
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

「
用
の
美
」
と
は
、
実
用
性
・

反
復
性
・
低
廉
性
・
公
有
性
・
様

式
性
な
ど
の
高
い
合
理
性
を
追
求

す
る
も
の
で
あ
り
、
な
る
ほ
ど
差

異
化
消
費
の
時
代
に
相
応
し
い
理

念
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
本
書
が
引
き
合
い
に
出
す
事
例

は
、
都
会
に
お
け
る
S
U
V
や、

生
産
者
と
消
費
者
の
対
話
を
可
能

に
し
た
通
販
シ
ス
テ
ム
「
楽
天
」

(
こ
れ
に
対
し
て
「
ア
マ
ゾ
ン
」

は
西
洋
型
)
と
い
っ
た
も
の
。
こ

う
し
た
事
例
が
ど
こ
ま
で
日
本
の

伝
統
的
消
費
文
化
に
適
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が

あ
る
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
本
書
は
、
通
説
と
は

異
な
る
歴
史
観
を
示
し
た
大
作
で

あ
る
。
戦
後
史
を
根
本
か
ら
見
直

す
挑
戦
の
著
作
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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